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は じ め に

本校は，今年度から平成２８年度までの５年間，文部科学省よりスーパーサイエン

スハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受けました。ご存知のように本校の位置する宮城

県は一昨年の東日本大震災で甚大な被害を受けました。自然災害の前に人間という存

在の無力さを痛感し，その後の原発事故では科学技術への信頼が揺らぐような事態と

なりました。その中でこれからの社会における科学技術，知識の必要性を改めて感じ，

人材育成の必要性も再認識したところです。それは先端的な科学技術の担い手の育成

はもちろんですが，情報を科学的に読み解く力や情報をまとめて発信し，人とつなが

る力など，幅の広い力を持つ人材の育成でなければならないと考えています。

本校では研究開発のテーマを『「知の復興」から「知の創造」へ～学都仙台におけ

る「知の拠点」の構築と発信～』とし，本校の校訓「自重献身」標語「自発能動」を

国際社会で具現化するため，科学技術の知識基盤を構築し，課題発見・解決・発信と

社会への積極的な参画・還元する視点や多様な価値観を修養させる教育課程，学習指

導法に関する研究を進めています。

研究開発はまだ緒に就いたばかりです。今年度は１年生での学校設定科目を中心に

研究を進めてきました。「学術研究基礎」では防災講演会や災害研究も取り入れて，

災害や復興について生徒が課題を設定し，調査研究を進めることを一つの柱として展

開しています。自然科学的視点に加えて社会科学的な視点，手法も学びつつ，この宮

城の地で学ぶことを活かした学習を模索したいと思っています。地元東北大学大学院

の方に研究の指導助言に加わっていただいたほか，発表の場には運営指導委員の先生

方にもご出席いただき，そのご指導は生徒たちにとって大きな刺激となったものと感

じています。

この事業の実施に当たっては文部科学省，科学技術振興機構，宮城県教育委員会等

の関係機関の皆様から多大なご支援とご配慮をいただいております。また，運営指導

委員の皆様にはお忙しい中たびたび学校に足を運んでいただき，ご指導いただいてお

ります。改めて深く感謝申し上げます。

次年度は２年生での学校設定科目の展開も始まることから，今年度の実施状況や反

省を踏まえて，より着実な研究開発を行っていきたいと考えます。試行錯誤が続くこ

とと思いますが，多くの方面からご指導，ご助言をいただくことで学校として教育力

を高めていきたいと思っております。今後とも忌憚のないご意見を賜りますようお願

い申し上げます。

平成２５年３月

宮城県仙台第一高等学校

校長 加 藤 順 一
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宮城県仙台第一高等学校                24～28 

 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

① 研究開発課題  

震災からの復旧・復興の原動力として社会とともに新たな国土を創り進めることができるとともに，校訓「自

重献身」標語「自発能動」を国際社会で具現化しうる人材を輩出することを目指す。そのため，科学技術の知識

基盤を構築し，課題発見・解決・発信と社会への積極的な参画ができ，自ら学んだ研究を常に社会へ還元する視

点や多様な価値観を修養させる教育課程，学習指導法に関する研究開発を行う。 

② 研究開発の概要  

（１）科学技術の知識基盤の構築 ～【科学の心】～ 

単なる知識としての科学技術から，数式だけではない深い数学能力に裏打ちされた科学リテラシーへの深化を

目指した新しい科学への「学びの意欲」を喚起する。通常の教科で学習する科学全体に対する基礎的・基本的な

知識・技能をより発展させ，最先端の科学技術への学習，理解へとつなげられる「科学の心」を育む新しい学習

内容への組み込み教材，学習指導法の開発を目指した研究を行う。 

（２）科学技術の課題発見・解決・発信 ～【科学の手】～ 

知的協調学習を通じた「学ぶ喜び」を体得させた後，科学コミュニケーション，教育コミュニケーションを目

指した研究へと深化させる。自ら学んだ研究を社会へ還元するために必要な，一歩先を見据えた新しい教育内容

と学習指導法の研究開発を，本校卒業生が研究者として活躍している東北大学をはじめとする全国の大学等の連

携により実践的に行う。 

（３）科学技術社会への参画 ～【科学の力】～ 

科学技術が社会で果たす役割・責任と及ぼす影響の理解，望ましい科学技術社会の創造に参画する態度，すな

わち「生きる力」の養成を行う。 

③ 平成２４年度実施規模  

第１学年の生徒全員を主対象として実施する。ただし，一部の取組は，第２学年の生徒全員，自然科学系部活

動（物理部，化学部，生物部，地学部）所属の生徒，希望者を対象とする。 

④ 研究開発内容  

○研究計画 

（１）第１年次（平成２４年度） 

ア 学年の目標 

[第１学年] 課題研究を通した探究活動により科学に対する興味の向上・高揚を喚起し，幅広い知識を習得さ

せ，科学技術における諸問題を自ら発見し，解決に導く発想力と応用力を養成する。さらに，研

究成果を文字・画像情報によりわかりやく表示・説明できる能力を培う。 

イ 実践内容 

・学校設定科目「ＳＳ数学Ⅰ」 ・学校設定科目「ＳＳ理科総合」 ・学校設定科目「学術研究基礎」  

・「国語総合」 ・「英語Ⅰ」 ・「現代社会」 ・防災講演会 ・先端科学技術講演会 ・東北大学公開講座 

・学部学科説明会 ・研究室実習 ・科学技術コンクールへの参加 ・研究発表 ・仙台一高科学教室 

（２）第２年次（平成２５年度） 

ア 学年の目標 

[第１学年] 平成２４年度に準じた内容で実施する。 

[第２学年] 自然科学に関する課題研究や生徒実験を通し，問題解決能力の養成と創造力，独創性を養成する。

研究成果を情報機器により表現・発信できる能力や論文作成能力を養成する。 

イ 実践内容（２年次に新たに加わる内容）  

・学校設定科目「ＳＳ数学Ⅱ」 ・学校設定科目「ＳＳ物理Ⅰ・ＳＳ化学Ⅰ・ＳＳ生物Ⅰ・ＳＳ地学Ⅰ」 

・学校設定科目「学術研究Ｓ・学術研究Ａ・学術研究Ｂ」 ・「現代文」 ・「英語Ⅱ」 ・「世界史Ａ」 

・「情報Ｃ」 ・校外研修 ・インターネット会議 ・国際交流 



（３）第３年次（平成２６年度） 

ア 学年の目標 

[第１・２学年] これまでの事業に対する評価と仮説の検証，取組と成果の総括を行う。事業全体の計画を再

点検し，事業計画の改善や変更を検討し，第４・５年次の全体の計画を再構築する。 

[第３学年] 科学論文を読解・理解できる語学力と，多様な価値観を判断・理解できる科学的な思考力・表現力

をさらに高め，自らの生き方や在り方について考える力を養成する。 

イ 実践内容（第３年次に新たに加わる内容） 

・学校設定科目「ＳＳ物理Ⅱ・ＳＳ化学Ⅱ・ＳＳ生物Ⅱ・ＳＳ地学Ⅱ」 ・「リーディング」 

（４）第４年次（平成２７年度） 

これまでの事業に対する評価と仮説の検証，取組と成果の総括を行う。事業全体の計画を再点検し，事業計

画の改善や変更を検討し，第４・５年次の全体の計画を再構築する。 

（５）第５年次（平成２８年度） 

５年間にわたる個々の事業に対する成果を詳細に明確化し研究開発課題の達成を検証することで事業全体の

総括を行う。 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

        代替する科目（単位数）              設置する科目（単位数） 

[第１学年]  「総合的な学習の時間」（１単位）         → 「学術研究基礎」（１単位） 

       「数学Ⅰ」（３単位）＋「数学Ⅱ」（１単位）   → 「ＳＳ数学Ⅰ」（４単位） 

       「物理基礎」（２単位）＋「生物基礎」（２単位） → 「ＳＳ理科総合」（４単位） 

[第２学年]  「総合的な学習の時間」（２単位） → 「学術研究Ｓ」「学術研究Ａ」「学術研究Ｂ」（２単位） 

        「情報Ｃ」（２単位）                       → 「情報Ｃ」（１単位） 

 [第２学年理系]「数学Ⅱ」（３単位）＋「数学Ⅲ」（１単位）   → 「ＳＳ数学Ⅱ」（４単位） 

        「化学基礎」（３単位）             → 「ＳＳ化学Ⅰ」（３単位） 

        「物理」（３単位）               → 「ＳＳ物理Ⅰ」（４単位） 

        「生物」（３単位）               → 「ＳＳ生物Ⅰ」（４単位） 

        「地学基礎」（３単位）             →  「ＳＳ地学Ⅰ」（４単位） 

[第２学年文系]「化学基礎」（３単位）または「地学基礎」（３単位）→「理科総合発展」（３単位） 

[第３学年理系]「化学」（５単位）               → 「ＳＳ化学Ⅱ」（４単位） 

        「物理」（３単位）               → 「ＳＳ物理Ⅱ」（４単位） 

        「生物」（３単位）               →  「ＳＳ生物Ⅱ」（４単位） 

        「地学」（３単位）               → 「ＳＳ地学Ⅱ」（４単位） 

○平成２４年度の教育課程の内容 

 学校設定科目「ＳＳ数学Ⅰ」「ＳＳ理科総合」「学術研究基礎」を含む教育課程を編成した。資料１に平成２４

年度在校生教育課程表，資料２に平成２４年度入学生の在籍期間の教育課程表を示す。 

○具体的な研究事項・活動内容 

（１）学校設定科目「ＳＳ数学Ⅰ」：「数学Ⅰ」に「数学Ⅱ」の「三角関数」，「いろいろな式」を加えることで，

各分野の学習内容の関連性や系統性を重視した教育課程を編成し，基礎基本から思考力・判断力を重視した

発展的な内容まで学ばせる指導を行った。 

（２）学校設定科目「ＳＳ理科総合」：物理・化学・生物・地学分野の学習内容の関連性や系統性を重視した教

育課程を編成し，様々な自然科学の現象を観察・実験・実習などを通して探究し，基本的な概念や法則を理

解させる指導を行った。 

（３）学校設定科目「学術研究基礎」：論文の書き方の指導，海洋生物をテーマとしたグループ研究，自然災害を

テーマとしたグループ研究を実施した。 

（４）高大連携等：第１学年を対象とした「防災講演会」を２回，第１・２学年を対象とした「先端科学技術講

演会」を３回実施した。また，本校と他校の希望者を対象とした「東北大学公開講座」（４講座）を７月に，

第２学年全員と第１・３学年希望者を対象とした「学部学科説明会」（８講座）を１１～１２月に実施した。 

 

 



（５）校外研修活動：第１学年全員を対象とした「合同巡検」を１泊２日で実施した。また，第１学年と希望者

を対象とした「研究室実習」を実施した。 

（６）科学技術コンクールへの参加：化学グランプリ（一次選考）に 59名，日本生物学オリンピック予選に12

名，物理チャレンジ（第１チャレンジ）に１名の生徒が参加した。また，科学の甲子園予選に１チーム，国

際ナノ・マイクロアプリケーションコンテスト国内予選に２チーム参加した。 

（７）生徒研究発表会・交流会等への参加：文部科学省，科学技術振興機構主催による「ＳＳＨ生徒研究発表会」，

「東北・北海道地区ＳＳＨ指定校発表会」，「日本生物教育学会全国大会」等で研究発表を行った。 

（８）その他の課外活動：自然科学系の部活動を実践している物理部，化学部，生物部，地学部が行う「仙台一

高科学教室」を実施した。また，外国人研究者を招き，希望者を対象に Student Science Investigation with 

QuarkNet e-Labs．を実施した。 

⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

生徒・教職員・保護者へのアンケート調査や模擬試験成績の分析から，学校設定科目「ＳＳ数学Ⅰ」，「ＳＳ理

科総合」，「学術研究基礎」，及び，科学者や技術者による講義・講演会等により，生徒の理系学部への進学意欲，

校外の機関との連携，将来の科学技術関係人材の育成等への効果に期待を寄せている。「ＳＳ数学Ⅰ」，「ＳＳ理科

総合」では学習指導要領よりも発展的な内容を扱いながら各分野の学習内容の関連性や系統性を重視した教育課

程を編成し，基礎基本から思考力・判断力を重視した発展的な内容まで取り扱う指導配列の工夫，効果的な指導

方法を実践した。「学術研究基礎」では，課題を生徒自ら設定し，問題認識，課題設定，探究，将来の展望，プ

レゼンテーション，討論という一連の過程を，情報機器を活用した情報の収集と処理方法の習得，表現・発信，

研究発表等を融合させ，教科・科目を越えた教員の連携により取り組んだ。以上の結果，生徒の学習全般や理科・

数学に対する興味・姿勢・能力，研究成果を発表し伝える力(レポート作成，プレゼンテーション)の向上が見ら

れたと評価している。また，科学者や技術者による講義・講演会は，自然に対する人間のあり方や，自分がすべ

きこと，できることを考える機会とし，自然界における諸問題を発見し，解決に導く発想力と応用力の養成，知

的好奇心と学ぶ意欲を喚起し，科学技術研究の社会的使命や意義と及ぼす影響を理解し，自分が果たす役割や主

体的に進路を選択する能力を養成するという研究開発課題に対して特に顕著な効果がある取組とされた。一方，

国際性の向上(英語による表現力，国際感覚)は，外国人研究者による講演会・講義，研究活動・発表会における

指導・助言に留まり，「効果がなかった，効果がわからない」とされた。 

○実施上の課題と今後の取組 

第２年次となる平成２５年度は，自然科学言語としての数式・公式・理論の活用や科学現象そのものへの本質

的な理解力や，自然現象や科学技術の活用について紹介する研究論文を英語で読み解き説明できる言語力を養う。

また，科学全体に対する基礎的・基本的な知識・技能をより発展させ，最先端の科学技術への学習，理解へとつ

なぐために，第２学年理系では，各分野の学習内容の関連性や系統性を重視し，基礎基本から思考力・判断力を

重視した発展的な内容まで取り扱い，理解の深化を図ることを目的とする学校設定科目「ＳＳ数学Ⅱ」，「ＳＳ物

理Ⅰ」，「ＳＳ化学Ⅰ」，「ＳＳ生物Ⅰ」を実施する。さらに，課題研究による問題解決能力の養成と，問題認識，

課題設定，探究，将来の展望，プレゼンテーション，討論という一連の過程を，情報機器を活用した情報の収集

と処理方法の習得，表現・発信，研究発表等を融合させることを目的とする学校設定教科「学術研究」に関する

科目として，第２学年理系で「学術研究Ｓ」または「学術研究Ａ」，第２学年文系で「学術研究Ｂ」を実施する。

学校設定科目「ＳＳ化学Ⅰ」，「ＳＳ物理Ⅰ」，「ＳＳ生物Ⅰ」においては，理科の既習事項を英語で学ぶ授業や英

米の高校生が使用しているテキストを使用しての講義・実験など国際的科学教育教材や教育活動の開発・実践を

本校教員と東北大学の研究者との共同研究で取り組む。また，学校設定科目「学術研究Ｓ」における課題研究に

おいては，東北大学の研究者による指導助言も受けながら進め，近隣大学の外国人研究者や大学院留学生への説

明，さらに，ＳＳＨ生徒研究発表会や高校生対象の学会で英語により発表，学会誌への英文投稿を目指す。また，

自然科学系部活動，科学の甲子園や国際科学オリンピックで得られた成果を，世界の研究者や国内外の非英語圏

高校生へ発信する。さらに，国立極地研究所・南極観測基地との共同研究，JAXA宇宙教育センターとの教育現場

連携プログラムによる教育活動を開発・実践し，自然科学系部活動，科学の甲子園や国際科学オリンピックでの

成果を英語圏の高校生に直接発表・発信・質疑応答する機会を設ける「海外研修」を検討し，平成２５年度以降

企画する。 
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宮城県仙台第一高等学校                24～28 

 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

① 研究開発の成果  

研究開発課題に取り組むために設定した３つの課題に対応した仮説を設定した。さらに，仮説を検証するため

に９項目の研究を実施した。 

課題１：科学技術の知識基盤の構築 ～【科学の心】～ 

Ａ 数学・理科による科学現象の本質的理解力の養成 

自然科学言語としての数式・公式・理論の活用や科学現象そのものへの本質的な理解力を養い，科学全体に対

する基礎的・基本的な知識・技能をより発展させ，最先端の科学技術への学習，理解へとつなぐことを目的とし，

第１学年に学校設定科目「ＳＳ数学Ⅰ」，「ＳＳ理科総合」を設定した。 

「ＳＳ数学Ⅰ」では，各分野の学習内容の関連性や系統性を重視し，基礎基本から思考力・判断力を重視した

発展的な内容まで取り扱う指導配列の工夫，効果的な指導方法についての研究開発を実践した。 

「ＳＳ理科総合」では，物理・化学・生物・地学の各分野の学習内容の関連性や系統性を重視し，様々な自然

科学の現象を観察・実験・実習などを通して探究し，基本的な概念や法則を理解させる指導を実施した。 

Ｂ 国語・英語による言語力の養成 

自然現象や科学技術の活用について紹介する科学技術系学術論文を，日本語だけでなく英語で読み解き説明で

きる日本語の言語力・表現力を養うため，論説文の読解，プレゼンテーション等の言語活動，討論を実施した。 

Ｃ 地歴公民・情報を中心に全教科による価値観・倫理観の養成 

科学技術を活用するために必要な人間と自然界との共存の視点や異なる文化や文明を理解できる多様な価値観

と倫理観を養い，社会的事象に対する関心が高まり，社会の形成者としての自覚を深めた。 

 

課題２：科学技術の課題発見・解決・発信 ～【科学の手】～ 

Ｄ 学校設定教科「学術研究」による知的協調学習の実践 

研究論文の書き方に始まり，「合同巡検」において生物・地学分野に関して設定したテーマを，野外観察実習に

よって検証するというグループ研究に取り組んだ。さらに，東日本大震災による地震，津波，液状化等による被

害状況，復旧・復興計画と進捗状況，今後の防災計画などの災害に関する課題を生徒自ら設定し，問題認識，課

題設定，探究，将来の展望，プレゼンテーション，討論という一連の過程を，情報機器を活用した情報の収集と

処理方法の習得，表現・発信，研究発表等を融合させながら実施した。 

Ｅ 「合同巡検」・「校外研修」による研究課題の発見・設定力の養成 

野外実習における観察実習方法や実習テーマの設定方法，報告書の作成方法，実習を担当する大学教員による

講演会，実習テーマに関する中間発表・報告書作成を通して，科学的な研究手法の習得と，情報を収集・分析・

活用する能力や論理的思考力，及び表現・伝達の能力の養成を図った。 

Ｆ 学術講演会・研究室実習による科学技術の問題解決能力の養成 

第１学年全員を対象として実施した「科学者や技術者の特別講義・講演会」は 82.9%の生徒が「大変良かった」，

「良かった」とした。また，ＳＳＨの取組において最も期待するものを「各種講演会」とした生徒は，13.9%から

32.4%に増えている。具体的には，合同巡検に関する講演会は３回すべてにおいて95%以上，災害研究に関する２

回の講演会は 93%以上，先端科学技術講演会は 88%の生徒が「総合的にこの講義に満足した」としている。第２学

年生徒を対象とした２回の先端科学技術講演会は 94%以上，東北大学公開講座として実施した計 12回の講演会で

は平均 96%の生徒が総合的に満足したとしている。教員(56.6%)，保護者(52.0%)においても，特に効果があった

と感じるＳＳＨの取組として「科学者や技術者の特別講義・講演会」を一番に挙げている。第１学年生徒全員に

よる東北大学研究室実習や「学術研究基礎」において，東北大学電気通信研究所や東北大学大学院工学研究科水

理実験施設で課題研究に関わる実験を実施した。以上より，自然に対する人間のあり方や，自分がすべきこと・

できることを考える機会とし，自然界における諸問題を発見し，解決に導く発想力と応用力を養成する。さらに，

知的好奇心と学ぶ意欲を喚起し，科学技術研究の社会的使命や意義と及ぼす影響を理解し，自分が果たす役割や

主体的に進路を選択する能力を養成するとした「高大連携」の研究課題に対して，高い成果が得られた。 

 



課題３：科学技術社会への参画 ～【科学の力】～ 

Ｇ 探究活動で得られた知識や考察を発信・議論できる英語力の養成 

 学校設定科目「学術研究基礎」の自然災害をテーマとする課題研究において，東北大学防災科学国際研究所准

教授Suppasri Anawat氏を講演会講師，研究活動や発表会における指導・助言者として招き，生徒とのコミュニ

ケーションの場を数多く設定することができた。また，希望者を対象に，Student Science Investigation with 

QuarkNet e-Labs. の一環として，University of Notre Dame（アメリカ）のEducation SpecialistであるKenneth 

Cecire氏により，「１．ヒッグス粒子について」，「２．宇宙線について」をテーマとする講義を本校生徒が通訳

する形式で実施し，参加生徒は英語による質疑応答を行った。 

Ｈ 英国名門高校との国際交流による国際的な判断力・行動力の養成 

平成２４年８月から平成２５年７月までの１年間，クライストカレッジ校（英国パブリックスクール）へ第２

学年生徒１名が留学中（長期留学）である。第１学年次，学術研究基礎で取り組んだ課題研究（震災研究）の成

果を英語圏の高校生に直接発表・発信するとともに，留学先の様子を本校生へ定期的に伝えてきている。また，

夏季休業中には，英国ハロウスクールへ第１学年生徒１名が短期留学した。 

Ｉ 仙台一高科学教室による企画・運営力の養成 

本校独自の活動として，近隣の中学生を本校に招き，物理部，化学部，生物部，地学部など自然科学系部活動

のようすを紹介する「仙台一高科学教室」を実施した。さらに，宮城県仙台第三高等学校が今年度より地域の中

核的拠点形成としてコアＳＳＨに指定されたのを機に，県内小学校・中学校・高等学校及び大学等の研究機関の

連携により構築された「みやぎサイエンスネットワーク」の活動において，宮城県古川黎明高等学校などのＳＳ

Ｈ指定校や宮城県気仙沼高等学校，宮城県石巻高等学校，宮城県白石高等学校のＳＳＨ連携校，さらに，宮城県

農業高等学校，宮城県気仙沼向洋高等学校などの専門学科を有する高等学校による「課題研究等口頭発表」，理科

課題研究の「ポスターセッション」，海外研究者や留学生との「国際交流」，高校生が現代科学について意見を交

換する「科学フォーラム」，研究者と科学の話題を中心にフリートークを行う「サイエンスカフェ」，そして，小

学生・中学生対象の「理科実験教室」などのさまざまな取り組みが実践され，本校からも化学部，生物部，物理

部から発表・展示で参加した。さらに，文部科学省主催「ＳＳＨ生徒研究発表会」には化学部，「東北・北海道地

区ＳＳＨ指定校発表会」に生物部，化学部，物理部に加え，第１学年生徒が学術研究基礎で取り組んだ研究成果

を発表した。 

② 研究開発の課題  

第２年次となる平成２５年度，第２学年理系で，各分野の学習内容の関連性や系統性を重視し，基礎基本から

思考力・判断力を重視した発展的な内容まで取り扱い，理解の深化を図ることを目的とする学校設定科目「ＳＳ

数学Ⅱ」，「ＳＳ物理Ⅰ」，「ＳＳ化学Ⅰ」，「ＳＳ生物Ⅰ」を実施する。さらに，課題研究による問題解決能力の養

成と，問題認識，課題設定，探究，将来の展望，プレゼンテーション，討論という一連の過程を，情報機器を活

用した情報の収集と処理方法の習得，表現・発信，研究発表等を融合させることを目的とする学校設定教科「学

術研究」に関する科目として，第２学年理系で「学術研究Ｓ」または「学術研究Ａ」，第２学年文系で「学術研究

Ｂ」を実施する。 

自然科学言語としての数式・公式・理論の活用や科学現象そのものへの本質的な理解力を着実に身に付けるた

め，さらに自然現象や科学技術の活用について紹介する研究論文を英語で読み解き，説明できる言語力を養うこ

とで，科学全体に対する基礎的・基本的な知識・技能をより発展させ，最先端の科学技術への学習，理解へとつ

なぐために，学校設定科目「ＳＳ化学Ⅰ」，「ＳＳ物理Ⅰ」，「ＳＳ生物Ⅰ」において，理科の既習事項を英語で学

ぶ授業や英米の高校生が使用しているテキストを使用しての講義・実験など国際的科学教育教材や教育活動の開

発・実践を本校教員と東北大学の研究者との共同研究で取り組む。また，学校設定科目「学術研究Ｓ」における

課題研究においては，東北大学の研究者による指導助言も受けながら進め，近隣大学の外国人研究者や大学院留

学生への説明，さらに，ＳＳＨ生徒研究発表会や高校生対象の学会で英語により発表，学会誌への英文投稿を目

指す。また，自然科学系部活動，科学の甲子園や国際科学オリンピックで得られた成果を，世界の研究者や国内

外の非英語圏高校生へ発信する。さらに，国立極地研究所・南極観測基地との共同研究，JAXA宇宙教育センター

との教育現場連携プログラムによる教育活動を開発・実践し，自然科学系部活動，科学の甲子園や国際科学オリ

ンピックでの成果を英語圏の高校生に直接発表・発信・質疑応答する機会を設ける「海外研修」を検討し，平成

２５年度以降企画する。 
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第３節 科学技術社会の参画に関する研究 ～【科学の力】の養成～ 

仮説３ 探究活動で得られた自然や科学技術に対する知識や考察を，国内外の高校・学会や学会誌に

おいて英語による発信・議論を実践する。加えて，国際科学オリンピック参加や科学コミュニ

ケーション活動により，科学技術，自然界や人間社会に適切に対応する合理的な判断力と行動

力が備えうる。これらの結果，科学技術と社会との相互理解，科学技術の諸政策への主体的な

参画が可能となり，社会を支える「生きる力」を養成することができる。 

１ 科学技術コンクール 

（１）化学グランプリ 

① 今年度の実施状況 

14回目の本年は，7 月 16日（月・祝日）に全国 55会場(本校生徒は東北大学会場)で実施した

一次選考（マークシート式試験）に 3,202 名の中高生が参加(本校は 59 名受験)。一次選考を通過

した 83 名が，大賞の座をかけて二次選考（実験をともなう記述式試験）に挑んだ。残念ながら，

本校から本戦出場者は０名であった。 

< 受験の支援> 

受付形式が，個人申込と学校一括申込があるため，昨年までは，告知はするものの，個人で登

録し，実際にどれくらいの人数が受験しているか今まで集約していなかった。そのため手始めに，

学校一括申込にして現状を把握するとともに，今後の対応に反映させられるようにした。 

オリジナルの案内パンフを作成し，各学年の化学担当者が，授業中に呼びかけて，参加者を募

った。残念ながら，例年，化学グランプリの存在はある程度知っていても，関心を強く示す生徒

は少ない。長い目で見れば，１年生で経験し，２年生で再度立ち向かい，３年生で二次選考に進

めるようになることが現在の目標である。特に，今年度の 1 年生の受験者数が最も多い 31 名で

あったことは評価できる。 

< 受験生徒への対応 > 

まず，主催者が発行している「化学グランプリ 一次選考突破のために（改訂版）」を取り寄

せ，申込生徒全員に３週間前に配布した。また，化学グランプリの対策に効果があると言われる

書籍をＳＳＨの予算でそろえることにしたが，残念ながら今年度は一次選考直前に届いたために

効果を検証することはできなかった。来年度に向けての対策を計画する中で，どのように活用し

ていくかを考えていきたい。 

② 今年度の結果と考察・検証 

   送付された結果から，成績概況が以下のようになった。 

統計 人数 問題１ 問題２ 問題３ 問題４ 合計 

  75点中 75点中 75点中 75点中 300点中 

１年 31 20.1  9.4  21.2  15.4  66.1  

２年 7 34.4  15.0  38.7  22.3  110.4  

３年 21 32.8  28.6  37.0  33.0  131.4  

一高 59 26.3  16.9  28.9  22.5  94.6  

 得点率 35.1% 22.5% 38.5% 30.0% 31.5% 

全国 3202 28.5  19.5  31.1  23.4  102.5  

 14 年目を迎えるだけあって，はじまった頃に比べて，化学グランプリへの参加意識が全国的に

上昇しているように感じる。二次選考の入賞者をみても，成績上位校の生徒の参加が目につく。

また，ＳＳＨ指定校とその他の学校の比率にあまり傾向は見られないものの，ＳＳＨ指定校の生

徒は確かに多く受験している。本校としても，長期指導計画を検討し，二次選考への進出者を輩

出できるようにしていきたい。 

 今年度の結果は，本校から二次選考へひとりもすすめることができなかった。しかし，東北地

区で上位に位置した本校生徒 2 名が表彰されるとともに，そのうちの 1 名が 2 年生で，来年度実
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施の化学オリンピックの候補生徒約 20 名に選出され，現在，最終選考の残り 10 名まで残っている。 

 しかし，課題も多い。実際に問題は高校履修内容を大きく逸脱し，化学に関心があって自分か

ら専門書を手にするような生徒でないと例えマークシート方式といえども，まったく歯が立たな

いと思われる。高校化学の履修状況は，１年生は化学を習い始めたばかり。２年生は化学Ⅰの無

機物質の終盤。３年生は化学Ⅰと化学Ⅱの教科書が一通り終わったものの，演習を進め理解でき

るのはごく一部という状況で７月に一次選考が実施されるため，現状としてはかなり難しい状況

である。とりあえず，現状を正確に把握し，生徒への喚起を十分に行い，問題を目にする機会を

増やすことを今後考えていくことが重要になる。 

 今後，今年度実施した内容を検証し，来年度の化学グランプリに向けた取り組みを始めていき

たい。 

（２）日本生物学オリンピック 

① 今年度の実施状況 

今年度から，生物オリンピックを 1年生全体，２・３年生生物選択者に紹介した。生物部を中

心に 1年生 7名，2 年生 3名，3年生 2名合計 12名が参加した。生物部を中心に週 1回，勉強会

を実施し，生物全般についての学習と過去問研究を行った。 

② 今年度の結果と考察・検証 

一次通過者はいなかったが，1 年生で 1名，全国 200位に入り，成績優秀者として表彰された。

早い段階からの意識付けと，過去問研究会などの取り組みが必要と思われる。 

（３）物理チャレンジ 

① 今年度の実施状況 

今年度は，物理部の 1人（1年生）のみの参加だった。まず，第 1チャレンジの実験課題「音

速を測ってみよう」の実験を行い，レポートを提出した。6月 24日（日）には，第 1チャレンジ

理論問題コンテストが仙台第三高等学校を会場として行われた。 

② 今年度の結果と考察・検証 

残念ながら，第 1チャレンジで敗退し，第 2チャレンジに進むことができなかった。レポート

の評価は「ＡＢ」と高かったが，まだ物理をほとんど勉強していない 1年生には理論問題コンテ

ストは厳しかった。レポートも期限ぎりぎりの完成だったが，もう少し早く取りかかっていれば，

修正を加えながらもっと良いものになっただろう。理論問題も，過去の問題を研究するなど，勉

強のやり方を工夫すればもう少し点が取れたと思われる。 

（４）国際ナノ・マイクロアプリケーションコンテスト iCAN’ 

① 今年度の実施状況 

平成 24年 5月 16･17 日にせんだいメディアテーク，東北大学片平さくらホールで開催された。

高校生から大学院生までの計 13チームが参加し，審査員や一般の方の前で，それぞれが製作し

たアプリケーションをプレゼンテーションした。また，大会の合間には，講演会や交流会なども

あった。 

② 今年度の結果と考察・検証 

 本校からは，物理部から１チームと電脳研究部から１チーム参加した。両方とも体につけて動

くと動きに応じて様々な音が出るというアプリケーションである。主催した団体が開いた講習会

に参加して電子回路の原理を学んだり，自分たちで部品やプログラム言語について学んだりしな

がら製作を進めた。しかし，両方ともプログラムの段階で時間がかかり過ぎ，大会までにアプリ

ケーションを完成させられなかった。 

 大会では，アプリケーションのアイディアを紹介したのみであったが，審査員から様々なアド

バイスをもらい，改善等について学ぶ点が多かった。結果としては国内予選で敗退となったが，

プログラムや電子回路の知識を得たり，実際にアプリケーションを製作する難しさを学んだりし

て，様々な経験を積むことができた。 
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２ 研究発表 

（１）ＳＳＨ生徒研究発表会 

開催日 平成２４年８月８日（水）・９日（木） 

会場   パシフィコ横浜 

主催  文部科学省・科学技術振興機構 

参加者 化学部生徒：１年４名・２年５名      

生物部生徒：１年２名・２年２名 

       物理部生徒：１年１名          

教員：４名  

発表テーマ 「過マンガン酸カリウムとシュウ酸ナトリウムの酸化還元滴定 

－マンガン(Ⅱ)イオンを触媒として加え，短時間で正確な滴定結果を得る－」 

・英語によるポスター発表の挑戦は，生徒にとってよい刺激となった。実際に海外の高校生か

ら英語での質問を受け，十分ではないものの，英語で回答する試みを生徒達は実践できた。

また，内容については，特に実験データの有意差や誤差，信頼性について専門家から厳しい

指摘を受け，早速発表後に，数学的な処理をおこない，データ処理を学んだ。また，様々な

アドバイスを受けて，継続実験に繋げることができたことは大きな成果である。一方，専門

家からの温かな励ましも生徒に前向きな姿勢を与えて頂いた。また，発表の無い生徒にとっ

ても，他の高校の完成度の高い研究発表によい刺激を得た。今後の彼らの研究活動によい影

響が出るものと確信する。 

・今後は，大学や研究機関との連携を密にして，知識や技術を深化させて研究の質を向上させ

たい。さらに，科学英語により親しませ，プレゼンテーションを英語でおこなえる技量を身

につけさせていきたい。また，新しい研究テーマについては，単なる興味関心を超えて，社

会的な必要性や問題意識を持った上でのテーマ選びを今後考えていきたい。 

（２）宮城県高等学校生徒理科研究発表会 

開催日 平成２４年１１月１５日（木）  

会場  仙台市戦災復興記念館 

主催  宮城県高等学校理科研究会 宮城県高等学校文化連盟 

参加者  化学部生徒：１年４名，２年５名，生物部生徒：１年３名，２年２名，教員：２名 

＜化学部＞   

発表テーマ 「マンガン(Ⅱ)イオンを加えた過マンガン酸カリウムによる滴定の応用」 

・昨年の化学部の研究成果を応用して，継続実験をおこなった。還元物質として，既知量のア

セトアルデヒドを還元剤として，実験結果と理論値がほぼ一致することを確認し，次にこの

滴定結果を酸素質量に換算して，COD値と照合した。また，校地の下水についてこの滴定方

法をおこない，酸素質量に換算した。実験結果には相関性があり，次の資料への適用が期待

された。研究会では，大学教員からのアドバイスがあり，滴定溶液全体の水溶液でのマンガ

ン(Ⅱ)イオン濃度を測定する必要を指摘された。 

・触媒についてはマンガン(Ⅱ)イオンだけでなく，他の金属イオンについて同程度の触媒効果

があるか無いかを確認する必要がある。また，アセトアルデヒドの定量に成功した結果を受

けて，河川などについてこの方法を適用していける可能性を得た。 

＜生物部＞ 

発表テーマ 「ダイコンを中心としたアブラナ科植物の系統調査」 

「身近なものに含まれる GMO（遺伝子組換え作物）の解析」 

・宮城県高等学校生徒理科研究発表会に今年から初めて参加した。県内の生物部が集まる発表

会は生徒にとって大きな刺激となった。研究に対する自分の考えをまとめる良い機会であった。 

・パワーポイントを使ったプレンゼンテーションは，研究成果を発表する大きな武器となる。

誰にでも分かりやすく簡潔に説明することは大切である。また，質疑応答に臨機応変に答え

ることも，自分の研究に対する理解度を試すことになる。 
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（３）みやぎサイエンスフェスタ（コアＳＳＨ事業） 

開催日 平成２４年１１月１７日（土） 

会場  宮城県仙台第三高等学校 

主催  宮城県仙台第三高等学校 

参加者 化学部生徒：１年４名・２年５名  生物部生徒：１年３名・２年２名 

       物理部生徒：１年２名・２年１名  地学部生徒：１年１名   教員：２名 

発表テーマ 「身近なものに含まれる GMO（遺伝子組換え作物）の解析」 

・場数を踏むことで口頭発表にも自信がついてきた様子が伺える。同じ内容の発表でも，余裕

を持って臨むことができた。 

（４）日本生物教育学会全国大会 

開催日 平成２５年１月１２日（土） 

会場  広島大学 

主催  日本生物教育学会 

参加者 生物部生徒２名 

教員１名 

発表テーマ   

「ダイコンを中心としたアブラナ科植物の系統調査」 

「身近なものに含まれる GMO（遺伝子組換え作物）の解析」 

・生物学の専門の大学の先生方の前でポスター発表する貴重な体験をすることができた。口頭

発表と違い，臨機応変に質疑応答に答えるポスター発表では，より近い位置で質問を受ける

ことになり，生徒達は緊張していた。研究成果の明確でない部分を指摘されたり，励ましの

言葉をいただいたり，充実した発表会となった。 

・自分の研究に対するより深い理解が求められることに，生徒は気づくことができた。 

（５）東北・北海道地区ＳＳＨ指定校発表会（ＳＳＨ支援事業） 

開催日 平成２５年１月２６日（土）・２７日（日） 

会場・主催 宮城県仙台第三高等学校 

参加者 化学部生徒：１年４名・２年５名  生物部生徒：１年３名・２年２名 

       物理部生徒：１年２名・２年１名  地学部生徒：１年１名 

       合同巡検発表生徒：１年４名    教員：４名 

＜物理部＞ 

ポスター発表テーマ：「e-Labによる宇宙線観測①」 

・初めての外部での発表で，はじめは緊張していたが，次第に話す速さや声の大きさも分かっ

てきようで，最終的は楽しんで発表していた。他校の生徒たちには難しかったようだが，先

生方への受けが良かったようだ。 

・観測方法等の説明を分かりやすくしたり充実させたりすることで，より分かりやすいポスタ

ーや発表ができたと思われる。これまでの観測結果の発表が他者に関心を持ってもらったこ

とは，今後の研究への励みになったと言える。 

＜化学部＞  

ポスター発表テーマ：「マンガン(Ⅱ)イオンを加えた過マンガン酸カリウムによる滴定 

－河川や下水の水質調査への応用－」 

・４種類の試料について滴定実験結果が得られ，前回の発表で指摘のあった，数学的処理をお

こない，データの信頼性について説明することができた。発表会では，高校生よりも，各高

校の理科教員からの質問やアドバイスが多く，実験操作や結果についての説明を求められた。

この経験は生徒にとってよい経験となったと確信する。 

・今後は，英語による発表を目指し，この実験内容も継続実験として，試料の拡充を目指すと

共に，実験結果のさらなる信頼性を追求していきたい。また，現在進行中のセルロースに関
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わる研究テーマについても発表できる段階まで進めたい。 

＜生物部＞ 

口頭発表テーマ：「身近なものに含まれる GMO（遺伝子組換え作物）の解析」 

ポスター発表テーマ：「ダイコンを中心としたアブラナ科植物の系統調査」 

・口頭発表では，前の週にまとまった最新のデータを用いて発表を準備したが，練習不足のた

め極度に緊張し，思うように論理展開をすることができなかった。 

＜合同巡検＞ 

ポスター発表テーマ：「転石海岸でみた生物－潮間帯から潮下帯にかけての生物の分布の変化－」 

・「合同巡検」の研究から代表チームの発表であった。参加した生徒は生き生きして，質疑応答

を行っていた。外部でのポスター発表は初めてであり，充実した一日を過ごすことができた。

研究を行い，まとめ，それを発表した。校内だけでなく，校外に向けて他校の高校生と競い

合うことで，次第にパフォーマンスも意識も上がることに繋がると感じた。 

 

３ その他の課外活動 

（１）仙台一高科学教室 

開催日 平成２４年７月２８日（金）・２９日（日） 

会場  宮城県仙台第一高等学校（物理実験室・化学実験室・生物実験室・地学実験室） 

＜物理部＞  参加者（中学生）２名 

展示内容：ペルチェ霧箱，音速測定の研究レポート，

（未完成の）リフター 

・参加生徒が少なくて残念だったが，一対一でじ

っくり説明できたことは，物理部生徒にとって

も良い経験となった。物理の面白さを説明して

いたが，説明の過程で，説明者も面白さを再発

見したようであった。 

＜化学部＞  参加者（中学生）２７名 

演示内容：サリチル酸メチルの合成と時計反応 

・中学生に実験の説明と実演をおこない，かつ，化学部員がサポートしながら，中学生に実際

に実験を行ってもらった。両実験共に，中学生には好評で反応式や理論については，理解し

てもらうまでは至らぬものの，化学の面白さについては十分に感じ取ってもらえたと思う。

中学生のアンケートからも，このような企画をおこなった意義のあることを確認できた。ま

た，本校化学部の生徒にとっても非常によい経験となり，中学生に化学のおもしろさを，ど

のように工夫して伝えるべきかなど，勉強になったと思う。 

＜生物部＞  参加者（中学生）１４名 

演示内容：タコノマクラの受精 

・生物部員が中心となり，タコノマクラの受精を観察した。タコノマクラの卵と精子は，本校

２年生の授業用にお茶の水大学館山臨海実験所から取り寄せたものを利用した。顕微鏡下で

タコノマクラの未受精卵に精子を加え，受精膜が形成されるところを観察することができた。

また，事前に受精させたものを用い，さまざまな発生過程の胚も観察することができた。中

学生を指導するため，生物部員も事前に学習し，その成果を確かめることにもなった。 

＜地学部＞ 参加者（中学生）１０名 

展示内容：太陽黒点観察，化石のレプリカづくり，水晶展示 

・地学部員が太陽観察の方法，シリコーンゴムとウレタン樹脂を使用した化石のレプリカ作成

法について説明した。参加した中学生からは「太陽の黒点を見たり，アンモナイトのレプリ

カを作ったりするなど，科学に興味を持つよい機会だと思いました。」「一つ一つ丁寧に教え

ていただいてとても楽しかったです。」などの感想が寄せられた。 
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担当者所見 

本校のオープンキャンパスに参加した中学生を対象に，オープンキャンパスの全体説明会終

了後に実施した。オープンキャンパスの参加者約 1400名のうち仙台一高科学教室に参加した中

学生は５３名にとどまった。できればもっと多い中学生に参加して欲しかった。そのためには

日程の見直しや，広報の仕方について工夫の余地がある。 

（２）出前授業（コアＳＳＨ連携講座） 

実施日 平成２４年８月２１日（火） 

会場    仙台市立富沢中学校 

参加者 仙台市立 富沢中学校３年生７１名 

講師   本校理科教員１名，実習講師１名 

   補助員 本校化学部生徒５名 

   内容  酢酸と水酸化ナトリウムの中和反応 

  担当者所見 

・中学生の取り組みが非常に良い。投げかけた

質問には、積極的に反応する生徒が多数いた。

また，実験への関心も高く，知的好奇心と楽

しさを持って実験操作をおこなっていた。 

・半分の内容は高校化学の範囲であった。中学で習っている化学の発展について，のような展

開が高校で待っているのかを予め知ることで，より化学への興味関心が深まることを実感で

きた。 

  ＊仙台三高のコアＳＳＨ（地域の中核的拠点形成）事業の一環として実施した。 

（３）国際交流 Student Science Investigation with QuarkNet e-Labs 

開催日 平成２４年７月１１日（水） 

会場  仙台第一高等学校 物理講義室・物理実験室 

講師  Kenneth Cecire （所属 University of Notre Dame） 

参加生徒 １年３名，２年６名，３年１名 計１０名 

概要 

1.ヒッグス粒子について 

(a) 現在の素粒子モデルについて 

(b) 素粒子の観測法 

(c) ヒッグス粒子の発見 

(d) LHC（Atlas及び CMS）のデータ解析実習 

2.宇宙線について 

(a) 宇宙線について 

(b) 宇宙線の観測法 

(c) 仙台一高の観測器で宇宙線を観測 

(d) e-Labを用いて，宇宙線のデータ解析 

3.参加者からの質問 

・ヒッグス粒子等の粒子が発見されると，人間の生活のどんなところに役に立つのか。 

・Ken先生は，自分の研究をするだけでなく，なぜ高校生にこのような第一線の研究を伝えよ

うと思うのか。 

担当者所見 

前半は片言の日本語による説明，後半は英語での説明を参加生徒の一人が通訳した。「素粒子」

の研究過程の紹介であったが，参加した生徒は自分も研究に携わっているかのような気分にな

ったと思う。研究者になりたいと思っていた生徒は，英語の必要性・重要性を痛感したことで

あろう。このような英語での研究紹介を聞く機会がもっとあれば良いと思うのと同時に，せっ

かくの機会なのに参加者が少なかったことが残念である。 
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